
(57)【要約】

【課題】可撓性挿入部の先端部分が外套シースの先端部

分内から抜け出すのを規制するための抜け止め機構を、

確実かつ部材を破損する恐れなく係脱させることができ

る外套シース付内視鏡を提供すること。

【解決手段】可撓性挿入部１１と外套シース２０との間

の抜け止め機構が、外套シース２０の先端近傍の内周面

から内方に突出する突起２８と、突起２８と係合するよ

うに可撓性挿入部１１の先端部分１３の外面に形成され

て可撓性挿入部１１の最先端から後方に向かう直線部分

１８ａとその直線部分１８ａの後端から周方向に曲がっ

た周方向部分１８ｂとを有する凹溝１８と、突起２８が

凹溝１８の周方向部分１８ｂに係合した状態から直線部

分１８ａ側に移動するのを外套シース２０の先端部分２

２の弾性変形による弾力的な摩擦抵抗によって規制する

ように凹溝１８の底部を盛り上げて形成された摩擦抵抗

部１９と、を有する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 に 着 脱 自 在 に 被 覆 さ れ る 外 套 シ ー ス 内 に チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ が 挿 通
配 置 さ れ て 上 記 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ の 先 端 が 上 記 外 套 シ ー ス の 先 端 に 固 着 さ れ 、 上 記 外 套
シ ー ス が 上 記 可 撓 性 挿 入 部 に 被 覆 さ れ た 状 態 に お い て 上 記 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ が 通 さ れ る
チ ャ ン ネ ル ガ イ ド が 上 記 可 撓 性 挿 入 部 に 設 け ら れ る と 共 に 、 上 記 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分
が 上 記 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 内 か ら 抜 け 出 す の を 規 制 す る た め の 抜 け 止 め 機 構 が 設 け ら れ
た 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 に お い て 、
上 記 抜 け 止 め 機 構 が 、 上 記 外 套 シ ー ス の 先 端 近 傍 の 内 周 面 か ら 内 方 に 突 出 す る 突 起 と 、 上
記 突 起 と 係 合 す る よ う に 上 記 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 外 面 に 形 成 さ れ て 上 記 可 撓 性 挿 入
部 の 最 先 端 か ら 後 方 に 向 か う 直 線 部 分 と そ の 直 線 部 分 の 後 端 か ら 周 方 向 に 曲 が っ た 周 方 向
部 分 と を 有 す る 凹 溝 と 、 上 記 突 起 が 上 記 凹 溝 の 上 記 周 方 向 部 分 に 係 合 し た 状 態 か ら 上 記 直
線 部 分 側 に 移 動 す る の を 上 記 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 の 弾 性 変 形 に よ る 弾 力 的 な 摩 擦 抵 抗 に
よ っ て 規 制 す る よ う に 上 記 凹 溝 の 底 部 を 盛 り 上 げ て 形 成 さ れ た 摩 擦 抵 抗 部 と 、 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 摩 擦 抵 抗 部 が 、 上 記 凹 溝 の 上 記 直 線 部 分 と 上 記 周 方 向 部 分 と の 境 界 部 に 設 け ら れ て い
る 請 求 項 １ 記 載 の 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 摩 擦 抵 抗 部 が 、 上 記 凹 溝 の 上 記 周 方 向 部 分 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 外 套 シ ー
ス 付 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 が 汚 染 さ れ る の を 防 止 す る
た め の 外 套 シ ー ス を 有 す る 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 検 査 に お い て 内 視 鏡 を 介 し て 患 者 間 感 染 が 発 生 し な い よ う に す る た め に は 、 内 視 鏡
の 可 撓 性 挿 入 部 に 外 套 シ ー ス を 被 覆 し て 、 そ の 外 套 シ ー ス を 内 視 鏡 検 査 一 回 毎 に 取 り 替 え
る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 内 視 鏡 検 査 の 際 に 処 置 具 類 を 使 用 で き る よ う に す る た め に は 、 処 置 具 類 を 通 す た
め の チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ を 外 套 シ ー ス に 設 け て 、 可 撓 性 挿 入 部 側 に 設 け た チ ャ ン ネ ル ガ イ
ド に チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ が 通 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の よ う な 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 に お い て は 、 内 視 鏡 検 査 中 に 、 観 察 窓 等 が 配 置 さ れ て い る
可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 対 し て 、 そ こ に 被 覆 さ れ た 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 が 移 動 し て し
ま わ な い よ う に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 従 来 は 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 が 外 套 シ ー ス の 先 端 内 か ら 後 方 に 抜 け 出 す の を 規
制 す る た め の 爪 機 構 か ら な る 抜 け 止 め 機 構 を 設 け て 、 内 視 鏡 検 査 終 了 後 に 外 套 シ ー ス か ら
可 撓 性 挿 入 部 を 抜 き 出 す 際 に は 、 キ ャ ッ プ 状 に 形 成 さ れ た 外 套 シ ー ス の 先 端 部 材 を 外 側 か
ら 押 し つ ぶ し て 径 方 向 に 弾 性 変 形 さ せ る こ と に よ り 爪 機 構 の 係 合 が 外 れ る よ う に し て い た
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 抜 け 止 め 機 構 と し て 、 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 の 内 周 面 か ら 内 方 に 突 出 す る 爪 と 、 そ
の 爪 が 係 脱 自 在 な よ う に 可 撓 性 挿 入 部 の 外 周 面 に 周 方 向 に 形 成 さ れ た 円 周 溝 と か ら な る 爪
機 構 を 設 け た も の も あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 ３ － １ ９ ３ ０ ２ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ８ － １ ８ ２ ６ ４ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 述 の よ う な 従 来 技 術 で は 、 爪 機 構 の 係 合 を 外 す 際 に 、 キ ャ ッ プ 状 に 形 成 さ れ た
外 套 シ ー ス の 先 端 部 材 を 外 側 か ら 押 し つ ぶ し て 弾 性 変 形 さ せ る と 、 力 加 減 が 分 か ら な く て
係 合 が う ま く 外 れ な い 場 合 が あ る だ け で な く 、 力 が 入 り 過 ぎ て 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 を 破
損 し て し ま う 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 が 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 内 か ら 抜 け 出 す の を 規
制 す る た め の 抜 け 止 め 機 構 を 、 確 実 か つ 部 材 を 破 損 す る 恐 れ な く 係 脱 さ せ る こ と が で き る
外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 は 、 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 に 着
脱 自 在 に 被 覆 さ れ る 外 套 シ ー ス 内 に チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ が 挿 通 配 置 さ れ て チ ャ ン ネ ル チ ュ
ー ブ の 先 端 が 外 套 シ ー ス の 先 端 に 固 着 さ れ 、 外 套 シ ー ス が 可 撓 性 挿 入 部 に 被 覆 さ れ た 状 態
に お い て チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ が 通 さ れ る チ ャ ン ネ ル ガ イ ド が 可 撓 性 挿 入 部 に 設 け ら れ る と
共 に 、 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 が 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 内 か ら 抜 け 出 す の を 規 制 す る た め
の 抜 け 止 め 機 構 が 設 け ら れ た 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 に お い て 、 抜 け 止 め 機 構 が 、 外 套 シ ー ス
の 先 端 近 傍 の 内 周 面 か ら 内 方 に 突 出 す る 突 起 と 、 突 起 と 係 合 す る よ う に 可 撓 性 挿 入 部 の 先
端 部 分 の 外 面 に 形 成 さ れ て 可 撓 性 挿 入 部 の 最 先 端 か ら 後 方 に 向 か う 直 線 部 分 と そ の 直 線 部
分 の 後 端 か ら 周 方 向 に 曲 が っ た 周 方 向 部 分 と を 有 す る 凹 溝 と 、 突 起 が 凹 溝 の 周 方 向 部 分 に
係 合 し た 状 態 か ら 直 線 部 分 側 に 移 動 す る の を 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 の 弾 性 変 形 に よ る 弾 力
的 な 摩 擦 抵 抗 に よ っ て 規 制 す る よ う に 凹 溝 の 底 部 を 盛 り 上 げ て 形 成 さ れ た 摩 擦 抵 抗 部 と 、
を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 、 摩 擦 抵 抗 部 が 、 凹 溝 の 直 線 部 分 と 周 方 向 部 分 と の 境 界 部 に 設 け ら れ て い て も よ く 、
或 い は 、 凹 溝 の 周 方 向 部 分 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 ２ は 、 内 視 鏡 １ ０ と 、 そ の 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 性 挿 入 部 １ １ に 着 脱 自 在 に 被 覆 さ れ る 外 套
シ ー ス ２ ０ の 一 例 を 示 し て い る 。 な お 、 外 套 シ ー ス ２ ０ は 断 面 が 図 示 さ れ 、 内 視 鏡 １ ０ は
外 観 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 性 挿 入 部 １ １ の 先 端 に は 、 観 察 窓 １ ４ 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 １ ３ が
連 結 さ れ 、 可 撓 性 挿 入 部 １ １ の 基 端 は 操 作 部 １ ５ の 下 端 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
可 撓 性 挿 入 部 １ １ の 内 部 に は 、 例 え ば 可 撓 性 の ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ 等 か ら な る チ ャ
ン ネ ル ガ イ ド １ ７ が 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ て お り 、 そ の 先 端 開 口 １ ７ ａ が 先 端 部 本
体 １ ３ の 先 端 面 の 中 心 か ら 偏 位 し た 位 置 に 形 成 さ れ 、 チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ の 基 端 は 、 操
作 部 １ ５ に 突 出 形 成 さ れ た 基 端 側 開 口 １ ７ ｂ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
外 套 シ ー ス ２ ０ は 、 内 視 鏡 検 査 の 際 に 内 視 鏡 １ ０ が 被 検 者 の 体 液 等 に よ っ て 汚 染 さ れ な い
よ う に 可 撓 性 挿 入 部 １ １ に 被 覆 さ れ る も の で あ り 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム チ ュ ー ブ 等 の よ う
な 伸 縮 性 の あ る 材 料 に よ っ て 薄 肉 円 筒 状 に 形 成 さ れ た 被 覆 チ ュ ー ブ ２ １ が 、 内 視 鏡 １ ０ の
可 撓 性 挿 入 部 １ １ に 着 脱 自 在 に 被 覆 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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そ し て 、 被 覆 チ ュ ー ブ ２ １ の 先 端 に は 、 例 え ば ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 等 の よ う な あ る 程 度
の 弾 力 性 を 有 す る 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 材 に よ り 形 成 さ れ て 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 本 体 １ ３ 部
分 に 被 嵌 さ れ る 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ が 水 密 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
被 覆 チ ュ ー ブ ２ １ の 基 端 に 固 着 さ れ た 連 結 環 ２ ４ は 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 性 挿 入 部 １ １ と 操 作
部 １ ５ と の 連 結 部 分 に 対 し て 係 脱 自 在 に な っ て い て 、 手 動 固 定 ネ ジ ２ ５ を 締 め 付 け る こ と
に よ り 連 結 部 分 に 任 意 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
被 覆 チ ュ ー ブ ２ １ 内 に は 、 例 え ば 可 撓 性 の 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ 等 の よ う に 滑 り
の よ い 材 料 か ら な る チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ が 、 軸 線 と 平 行 方 向 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ の 先 端 は 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ の 先 端 面 に お い て 外 面 に 開 口
す る よ う に 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ に 接 続 固 着 さ れ て お り 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ の 基 端 側 部
分 ２ ３ Ａ は 連 結 環 ２ ４ 内 を 通 過 し て 後 方 に 長 く 延 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ は 内 視 鏡 １ ０ の チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ 内 に 全 長 に わ た っ て 挿 脱 自
在 で あ り 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ の 基 端 側 部 分 ２ ３ Ａ を 、 チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ に 先 端
開 口 １ ７ ａ 側 か ら 差 し 込 ん で 反 対 側 の 基 端 側 開 口 １ ７ ｂ か ら 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 内 視 鏡 １ ０ の 可 撓 性 挿 入 部 １ １ に 外 套 シ ー ス ２ ０ が 被 覆 さ れ た 状 態 の 先 端 部 分 を
示 し 、 図 １ は 、 先 端 部 本 体 １ ３ か ら 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ が 外 さ れ た 状 態 を 、 被 覆 チ ュ ー ブ ２
１ を 省 略 し て 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 可 撓 性 挿 入 部 １ １ に 外 套 シ ー ス ２ ０ が 被 覆 さ れ た 状 態 で は 、 先 端
キ ャ ッ プ ２ ２ の 先 端 内 面 が 先 端 部 本 体 １ ３ の 先 端 外 面 に 密 着 し 、 外 套 シ ー ス ２ ０ の チ ャ ン
ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ が 内 視 鏡 １ ０ の チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ 内 に 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ の 先 端 に 連 な っ て チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ の 内 径 と 略 同 径 に 先 端 部 本
体 １ ３ に 形 成 さ れ た ガ イ ド 孔 １ ２ は 、 図 ３ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 を 図 示 す る 図 ４ に も 示
さ れ る よ う に 、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ の 先 端 を 差 し 込 み 固 着 す る た め に 先 端 キ ャ ッ プ ２
２ の 先 端 壁 か ら 後 方 に 突 出 形 成 さ れ た チ ュ ー ブ 固 定 部 ２ ２ ａ が 内 部 で 自 由 に 移 動 で き る 程
度 に 大 き な 径 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 ガ イ ド 孔 １ ２ 内 で チ ュ ー ブ 固 定 部 ２ ２ ａ が 移
動 で き る 範 囲 に お い て 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ が 先 端 部 本 体 １ ３ の 周 り に 回 転 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ 等 に 示 さ れ る よ う に 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ と 先 端 部 本 体 １ ３ に は 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ 内
か ら 先 端 部 本 体 １ ３ が 後 方 に 抜 け 出 す の を 規 制 す る た め の 、 突 起 ２ ８ と 凹 溝 １ ８ と 摩 擦 抵
抗 部 １ ９ か ら な る 抜 け 止 め 機 構 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
突 起 ２ ８ は 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ の 内 周 面 の １ ８ ０ ° 対 称 の 二 箇 所 か ら 内 方 に 突 出 す る よ う
に 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ に 一 体 成 形 さ れ て お り 、 凹 溝 １ ８ は 、 突 起 ２ ８ と 係 合 す る よ う に 先 端
部 本 体 １ ３ の 外 表 面 の 二 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
凹 溝 １ ８ と し て は 、 先 端 部 本 体 １ ３ の 最 先 端 か ら 後 方 に 向 か う 直 線 部 分 １ ８ ａ と 、 そ の 直
線 部 分 １ ８ ａ の 後 端 か ら 周 方 向 に 曲 が っ た 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ と が Ｌ 字 状 に 連 続 し て 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ は 、 突 起 ２ ８ が 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ に 係 合 し た 状 態 か ら 直 線 部 分 １ ８
ａ 側 に 移 動 す る の を 規 制 す る よ う に 、 直 線 部 分 １ ８ ａ と 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ と の 境 界 部 に お
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い て 凹 溝 １ ８ の 底 部 を 局 部 的 に 盛 り 上 げ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ は 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ を 先 端 部 本 体 １ ３ に 被 せ る 際 の 凹 溝 １ ８ に 対 す る 突 起 ２ ８ の 動
き を 示 し て お り 、 突 起 ２ ８ が 直 線 部 分 １ ８ ａ 内 を 後 方 に 真 っ 直 ぐ に 移 動 し 、 摩 擦 抵 抗 部 １
９ を 乗 り 越 え て 、 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ 内 に 嵌 ま り 込 む 状 態 に 係 合 す る 。 な お 、 そ れ に 伴 っ て
、 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ ２ ３ と チ ュ ー ブ 固 定 部 ２ ２ ａ が チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ 内 と ガ イ ド 孔
１ ２ 内 の 各 隙 間 の 範 囲 で 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に し て 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ の 突 起 ２ ８ が 先 端 部 本 体 １ ３ に 形 成 さ れ て い る 凹 溝 １
８ の 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ に 係 合 す る こ と に よ り 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ と 先 端 部 本 体 １ ３ と が 軸
線 方 向 に 相 対 的 に 移 動 で き な い 抜 け 止 め 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ は 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ を 先 端 部 本 体 １ ３ に 取 り 付 け る 動 作 の 際 に 突 起 ２ ８ が 凹 溝 １ ８
の 直 線 部 分 １ ８ ａ 内 に あ る 状 態 の 断 面 図 で あ り 、 直 線 部 分 １ ８ ａ の 断 面 形 状 は 突 起 ２ ８ に
比 べ て 余 裕 の あ る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ７ は 、 そ れ に 続 い て 突 起 ２ ８ が 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ を 乗 り 越 え る 際 の 状 態 を 示 し て お り 、 先
端 キ ャ ッ プ ２ ２ が 全 体 的 に 弾 性 変 形 し て 、 突 起 ２ ８ の 先 端 と 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ と の 間 に 弾 力
的 な 摩 擦 抵 抗 が 発 生 す る が 、 あ る 程 度 以 上 の 力 で 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ を 軸 線 周 り に 回 転 さ せ
る こ と に よ り 突 起 ２ ８ が 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ を 乗 り 越 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ８ は 、 そ の よ う に し て 突 起 ２ ８ が 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ 内 に 嵌 ま り 込 ん だ 状 態 を 示 し て お り
、 突 起 ２ ８ を 直 線 部 分 １ ８ ａ と 係 合 す る 側 に 戻 す た め に は 、 突 起 ２ ８ が 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ を
乗 り 越 え な け れ ば な ら な い の で 、 弾 力 的 な 摩 擦 力 に 抗 す る 力 で 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ を 回 転 さ
せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
し か も 、 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ の 形 状 は 直 線 部 分 １ ８ ａ に 隣 接 す る 壁 面 よ り 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ に
面 す る 側 の 壁 面 の 方 が 立 っ て い る の で 、 突 起 ２ ８ が 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ 側 か ら 乗 り 越 え る に
は 、 直 線 部 分 １ ８ ａ 側 か ら 乗 り 越 え る 際 よ り 大 き な 回 転 力 を 加 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 突 起 ２ ８ を 凹 溝 １ ８ の 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ に 係 合 さ せ た 状 態 で は 突
起 ２ ８ が 凹 溝 １ ８ に 係 合 す る 抜 け 止 め 状 態 を 維 持 し て い て 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ が 先 端 部 本
体 １ ３ に 安 定 し て 取 り 付 け ら れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 先 端 キ ャ ッ プ ２ ２ を あ る 程 度 以 上 の 大 き な 力 で 先 端 部 本 体 １ ３ に 対 し て 軸 線 周 り
に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 突 起 ２ ８ が 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ を 乗 り 越 え て 凹 溝 １ ８ の 直 線 部 分 １
８ ａ 側 に 移 動 し 、 可 撓 性 挿 入 部 １ １ を 外 套 シ ー ス ２ ０ か ら 後 方 に 抜 き 出 す こ と が で き る 抜
け 止 め 解 除 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 摩
擦 抵 抗 部 １ ９ を 直 線 部 分 １ ８ ａ と 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ と の 境 界 部 に 設 け る の で は な く 、 周 方
向 部 分 １ ８ ｂ の 底 面 を 浅 く 形 成 し て 周 方 向 部 分 １ ８ ｂ 自 体 が 摩 擦 抵 抗 部 １ ９ を 兼 用 す る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 チ ャ ン ネ ル ガ イ ド １ ７ が 可 撓 性 挿 入 部 １ １ 内 に 挿 通 配 置 さ れ ず に 、 可 撓
性 挿 入 部 １ １ の 外 表 面 か ら 凹 ん だ 溝 状 に 形 成 さ れ て い る 装 置 等 で あ っ て も 、 前 述 の 実 施 例
と 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 外 套 シ ー ス の 先 端 近 傍 の 内 周 面 に 形 成 さ れ た 突 起 が 可 撓 性 挿 入 部 の 外 面
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に 形 成 さ れ た 凹 溝 の 周 方 向 部 分 に 係 合 し た 状 態 か ら 直 線 部 分 側 に 移 動 す る の を 、 外 套 シ ー
ス の 先 端 部 分 の 弾 性 変 形 に よ る 弾 力 的 な 摩 擦 抵 抗 に よ っ て 規 制 す る よ う に し た こ と に よ り
、 抜 け 止 め 機 構 の 係 脱 が 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 を 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 に 対 し て 軸 線 周
り に 回 転 さ せ る だ け で 行 わ れ る の で 、 抜 け 止 め 機 構 を 、 確 実 か つ 部 材 を 破 損 す る 恐 れ な く
係 脱 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 か ら 先 端 キ ャ ッ プ が 外 さ れ
た 状 態 を 一 部 を 省 略 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 と 外 套 シ ー ス と が 分 離 さ れ
た 状 態 の 側 面 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 外 套 シ ー ス 付 内 視 鏡 の 可 撓 性 挿 入 部 に 外 套 シ ー ス が 被 覆 さ れ た
状 態 の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 ３ に お け る Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 抜 け 止 め 機 構 が 係 合 す る 際 の 動 き を 示 す 側 面 部 分 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 抜 け 止 め 機 構 が 係 合 す る 際 の 動 き を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 抜 け 止 め 機 構 が 係 合 す る 際 の 動 き を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 抜 け 止 め 機 構 が 係 合 し た 状 態 を 示 す 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 抜 け 止 め 機 構 が 係 合 し た 状 態 を 示 す 部 分 正 面 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 内 視 鏡
１ １ 　 可 撓 性 挿 入 部
１ ３ 　 先 端 部 本 体 （ 可 撓 性 挿 入 部 の 先 端 部 分 ）
１ ７ 　 チ ャ ン ネ ル ガ イ ド
１ ８ 　 凹 溝
１ ８ ａ 　 直 線 部 分
１ ８ ｂ 　 周 方 向 部 分
１ ９ 　 摩 擦 抵 抗 部
２ ０ 　 外 套 シ ー ス
２ １ 　 被 覆 チ ュ ー ブ
２ ２ 　 先 端 キ ャ ッ プ （ 外 套 シ ー ス の 先 端 部 分 ）
２ ３ 　 チ ャ ン ネ ル チ ュ ー ブ
２ ８ 　 突 起
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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